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市

冬
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は

今
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民
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街
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平
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田
中
藤
穂

申
年
明
け
る
昨
日
の
こ
と
は
既
に
去
年

い

の

ち

有

限

総

身

に

初
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手
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武
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の

一
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来
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福
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日
駅
伝
に
明
け
暮
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に
け
り
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面
に
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し
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ひ
ょ
う
た
ん
池
水
面
に
漂
う
秋
思
か
な

十

月

の

空

池

底

へ

ど

こ

ま

で

も

弁

天

は

蛇

身

に

お

わ

す

冬

紅

葉

蓮

の

萼

高

々

と

枯

れ

水

の

音

落
葉
吹
か
る
天
地
の
間
吾
も
鳥
も

冬
雀

大
山
夏
子
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科
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博
物
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付
属
自
然
教
育
園

	
	

	
	

	
	

都
築
繁
子

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
十
月
九
日
、
自
然
教
育
園
に
吟
行
し

た
。
Ｊ
Ｒ
目
黒
駅
か
ら
十
分
た
ら
ず
の
、
都
内
で
自
然
の
面
影

を
残
す
数
少
な
い
森
で
あ
る
。

　

隣
の
庭
園
美
術
館
か
ら
こ
の
一
帯
に
か
け
て
、
室
町
時
代
に

「
白
金
の
長
者
」
と
呼
ば
れ
た
豪
族
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
松
平
讃
岐
の
守
の
下
屋
敷
、
さ
ら
に
陸
海
軍
の
火
薬
庫
な

ど
に
利
用
さ
れ
、
戦
後
昭
和
二
十
四
年
に
全
域
が
天
然
記
念
物

及
び
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
同
時
に
国
立
自
然
教
育
園
と
し
て
一

般
公
開
さ
れ
た
。

　

六
万
坪
の
広
大
な
森
は
、
シ
イ
、
マ
ツ
等
の
常
緑
樹
や
、
コ

ナ
ラ
、
ケ
ヤ
キ
等
の
落
葉
樹
が
う
っ
そ
う
と
茂
り
、
静
か
な
池

や
流
れ
、
湿
地
や
草
原
な
ど
自
然
の
移
り
ゆ
く
ま
ま
、
自
然
本

来
の
状
態
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

目
黒
通
リ
沿
い
の
正
門
か
ら
一
歩
中
に
入
る
と
、
街
騒
が
う

そ
の
よ
う
に
静
寂
が
広
が
っ
て
い
る
。
入
口
の
展
示
ホ
ー
ル
を

見
て
か
ら
園
内
へ
。

　

見
上
げ
る
大
木
の
枝
先
に
実
が
な
っ
て
い
る
。
ク
ル
ミ
の
木

と
わ
か
る
。
さ
っ
そ
く
一
句
。

　
　

実
を
付
け
し
胡
桃
を
見
上
げ
森
深
し　
　
　

藤
穂

　

路
傍
植
物
園
の
通
り
に
は
木
立
の
合
間
に
茂
っ
た
些
細
な
草

花
に
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
名
前
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ウ
ガ
キ

ク
、
フ
ジ
バ
カ
マ
、
タ
イ
ア
ザ
ミ
等
々
。
小
さ
な
草
花
に
近
づ

い
て
カ
メ
ラ
を
向
け
る
人
も
い
る
。

　
　

杜
鵑
草
路
辺
に
は
み
だ
し
招
き
お
り　
　

や
す
子



　

森
の
中
に
土
塁
の
表
示
が
あ
り
、
小
高
く
盛
ら
れ
た
土
の
上

に
植
え
ら
れ
た
椎
の
木
が
巨
木
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
四
、

五
百
年
前
、
白
金
長
者
が
外
敵
や
野
火
を
防
ぐ
た
め
に
築
い
た

も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　

杜
鵑
草
土
塁
残
り
し
屋
敷
跡　
　
　
　
　
　

夏
子

　
　

千
年
の
火
防
ぎ
土
塁
椎
の
実
降
る　
　
　
　

無
石

　
　

ば
っ
た
跳
ぶ
火
薬
庫
跡
の
深
き
森　
　
　
　

無
石

　

路
に
は
色
々
な
木
の
実
が
落
ち
て
い
る
。
無
患
子
の
実
が
羽

子
つ
き
の
羽
子
の
黒
い
玉
だ
と
知
る
。

　
　

無
患
子
は
大
い
な
る
木
よ
実
を
拾
う　
　
　

藤
穂

　
　

ざ
く
ざ
く
と
足
裏
く
す
ぐ
る
椎
の
実
よ　

や
す
子

　
　

昼
の
虫
立
ち
止
ま
る
杖
伝
い
来
る　
　
　
　

夏
子

　
　

こ
こ
よ
り
は
立
ち
入
禁
止
小
鳥
来
る　
　
　

繁
子

　

物
語
の
森
と
表
示
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
を
見
る
。
太
い
幹
と
枝

振
り
が
見
事
で
あ
る
。
こ
の
松
は
江
戸
時
代
松
平
讃
岐
の
守
の

屋
敷
の
、
ひ
ょ
う
た
ん
池
を
含
む
回
遊
式
庭
園
の
一
端
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

　
　

彫
り
深
き
黒
松
の
肌
あ
き
あ
か
ね　
　
　
　

無
石

　

ひ
ょ
う
た
ん
池
に
は
大
勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
、
熱
心
に
カ
メ

ラ
を
向
け
て
い
た
。
周
り
の
緑
の
木
々
や
空
の
青
さ
が
、
透
明

な
水
に
映
っ
て
、
神
秘
的
な
美
し
さ
で
あ
っ
た
。

　
　

池
の
面
に
写
し
て
樹
々
の
秋
深
し　
　
　
　

繁
子

　
　

十
月
の
空
池
底
へ
ど
こ
ま
で
も　
　
　
　
　

夏
子

　

水
生
植
物
園
で
は
ス
ス
キ
の
穂
、
ガ
マ
の
穂
、
吾
亦
紅
、
ノ

コ
ン
ギ
ク
、
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
な
ど
、
多
彩
な
植
物
が
見
ら
れ
た
。

　
　

水
影
を
む
つ
み
ほ
つ
れ
て
秋
の
蝶　
　
　
　

無
石

　
　

穂
す
す
き
や
湿
生
円
の
空
広
し　
　
　
　
　

繁
子

　
　

木
の
橋
を
渡
り
て
出
逢
う
吾
亦
紅　
　
　
　

藤
穂

　
　

い
の
こ
づ
ち
つ
け
て
家
路
へ
急
ぎ
け
り　

や
す
子

　

天
候
に
恵
ま
れ
森
林
浴
に
癒
さ
れ
た
吟
行
で
あ
っ
た
。

　


